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1．緒言

障害者のスポーツはイギリスのストー
ク・マンデビル病院内で、病院センター長の
グットマン博士が脊髄損傷者のリハビリテー
ション手段として取り入れたのが始まりであ
る 1 ）。その後、障害者のスポーツはリハビリ
テーションスポーツから競技スポーツへと発
展し、車椅子バスケットボールをはじめとし

て、多くのスポーツ種目が導入された 2 ）。障
害者のスポーツは、今ではほとんどの競技種
目があり、パラリンピックや世界選手権を始
め、多くの障害者スポーツ競技会が開催され
るようになった。

車椅子競技はテニスやラグビー、ボッチャ
等多くある。その中でも車椅子バスケット
ボールはテレビコマーシャルや漫画に取り上
げられたりするなど、メジャーな障害者ス
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ポーツとなってきた。車椅子バスケットボー
ル選手は下肢切断や腰髄損傷以下の選手が多
く参加しており、比較的運動能力は高い。し
かし、頸髄損傷の車椅子バスケットボール選
手は筋の萎縮も多く見られ 3 ）、また上肢筋へ
の神経支配がないため、通常のバスケット
ゴールまでシュートを投げることができな
い 4 ）。そこで重度の障害者でもシュートを入
れて競技をすることができるように、もう1
つ低いゴールを設置したものが車椅子ツイン
バスケットボールである。障害が軽い選手は
上のゴールにシュートをおこない、障害の重
い選手は下のゴールにシュートをおこなう競
技である。このように障害の度合いにより用
具やルールが工夫されている。

障害者のスポーツも競技スポーツ化が進む
につれ、プロになる障害者の選手も現れるよ
うになった。また、その他の選手も競技志向
がすすみ、練習がハードになり目標とする試
合に向けてモチベーションも変わってきた。

選手が競技会等で最高のパフォーマンスを
発揮するためには技術だけでなく、心理的要
素も大きくかかわっている 5 ）。優勝候補と目
されていたチームが初戦で敗退したり、記録
を期待されていた選手が平凡な記録に終わっ
てしまったりすることもある。それはプレッ
シャーであったり、気の緩みであったり、あ
がりであったりすることがある。

心理状況は顔面が蒼白になったり、口が渇
いたり、行動がぎこちなくなったりすること
で判断することができる。しかし心理状況を
定量的に見る方法には心理検査が良く使われ
ている。心理検査にはエゴグラムや POMS

（Profile of Mood States）、TSMI（体協競技
意欲検査）、DIPCA（心理的競技能力診断検
査）などがある。徳永ら 6 ）は水泳選手の試
合前の状態不安と実力発揮度の関係について
顕著な関係があると報告している。また、山

崎ら 7 ）は車椅子バスケットボールレギュラー
選手と非レギュラー選手の心理的競技能力を
比較し、レギュラー選手は非レギュラー選手
に比べ高い心理的競技能力を有していること
を報告している。また、松井ら 8 ）は車椅子
バスケットボール選手の心理的競技能力につ
いて、競技志向と競技水準に有意な相関が見
られたと報告し、また、内田らは 9 ）車椅子
スポーツ競技選手の心理的競技能力に関わる
要因について、競技志向の選手の方が健康志
向の選手より競技意欲、自信、作戦能力、協
調性において高い結果になったと報告してい
る。このように競技志向や競技結果と選手の
心理状況には密接な関係がある。

トップアスリートには心理カウンセラーが
ついたり、心理的なトレーニングを事前に
行ったりする選手は多くなっている。それは
試合や競技会において普段練習してきた実力
を発揮させるためである。しかし、障害者ス
ポーツ現場においては心理カウンセラーや心
理トレーニングを継続的に実施している選手
は少ない。

試合や競技会において、その前後で心理状
況が大きく変動することが考えられるが、試
合前後の心理状況の変化についての報告はそ
れ程多くなく、ましてや重度障害者のスポー
ツ（車椅子ツインバスケットボール）につい
ての報告は見当たらない。

そこで本研究は車椅子ツインバスケット
ボール選手の試合前後の心理状況を、心理検
査（POMS）を用いて調査することを目的と
した。

2．方法

対象者
対象者は、日本車椅子ツインバスケット

ボール連盟に所属する近畿チームの男子選手
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である。和歌山県で開催された車椅子ツイン
バスケットボール近畿地区交流大会に参加し
た大阪府のチーム6名（以下 A チーム）、和
歌山県のチーム6名（以下 B チーム）の12名
である。各チーム5名は最初からゲームに出
場した選手であり1名は交代要員である。両
チームとも週に1回以上車椅子ツインバス
ケットボールの練習を実施している。また、
全ての選手が1年以上車椅子ツインバスケッ
トボールの練習に参加している選手である。

POMS 測定は試合開始1時間前までに聞
き取りにより実施した。また、試合後の
POMS 測定は試合終了後30分以内に聞き取
りにより実施した。

頸髄損傷者は上肢にも障害があり自筆によ
る回答に時間がかかり、競技に支障をきたす
とともに時間がかかる事により、焦りから心
理面にも変化が現れる可能性があることか
ら、回答は聞き取りによる方法で行った。

測定に先立ち、ヘルシンキ宣言の趣旨に
沿って、事前に各チームの代表者ならびに大
会主催者に研究の目的、方法、期待される成
果、途中で辞退できることを説明し了解を得
た。選手には試合当日の依頼で動揺しないよ
うに、事前に各チーム代表者から選手にアナ
ウンスをするように依頼した。試合当日、選
手全員に同様の説明を実施し了解を得た。ま
た、全てのデータは対象者が特定できないよ
うに番号による処理を行った。

POMS 測定は各チームの初戦時に実施し
た。このときの試合は、A チームと B チー
ムの対決ではなく、他県のチームと対戦し、
A チームは勝利し、B チームは敗戦した。

POMS
本研究では心理的状態を調査するために

Profile of Mood States（POMS）日本語版を
用いた。POMS は McNair ら10）により開発

された感情・気分を評価する質問紙であり、
横山らにより日本語版が作成され、信頼性、
妥当性が検証されている11）。また、スポーツ
において POMS は簡便に選手の精神的な疲
労の状況を確認するのに有効であるとの報告
もある12）13）。POMSは65の質問項目からなり、
原本では、過去一週間の気分について「まっ
たくなかった」（0点）から「非常に多くあっ
た」（4点）までの5段階のいずれかを選択し、
それを6つの気分尺度「緊張 ‐ 不安」（以下

「緊張」）、「抑うつ感」（以下「抑うつ」）、「怒
り‐敵意」（以下「怒り」）、「躍動感‐活力」

（以下「活気」）、「意欲減退 ‐ 活力低下」（以
下「疲労」）および「当惑‐思考力低下」（以
下「情緒混乱」）に分類される。運動やリラ
クセーションの効果を測定する研究では「過
去一週間の気分」を「現在の気分」に変更す
ることも可能14）であり、過去の研究を参考
に15）、本研究でも「現在の気分」に変更して
実施した。

統計解析
POMS データを平均±標準偏差で表した。

統 計 処 理 に は SPSS（SPSS for Windows, 
version 12.0J;SPSS Inc., Chicago, Illinois, 
USA）を用いた。各スコアの経時的変化を
Paired t-test により検定した。統計的有意水
準は5％未満とした。

3．結果

図1に試合前 POMS 結果（チーム間比較）、
試合後 POMS 結果（チーム間比較）を示す。
試合前 POMS 結果では A チーム、B チーム
とも6つの下位尺度において有意差は認めら
れなかった。試合後のPOMS結果ではAチー
ムが B チームに比べ、「怒り」因子（A チー
ム41.3±5.6vs.B チ ー ム51.0±12.0，p=0.105）
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が低下傾向を示し、「情緒混乱」因子（Aチー
ム44.0±11.2vs.B チ ー ム56.7±8.6，p=0.053）
が有意に低下を示した。また、「活気」因
子（Aチーム63.8±7.86vs.B チーム56.2±9.9，
p=0.169）が上昇傾向を示し、Aチームは氷
山型のグラフ形成を示した。
表1、表2、図2に各チームの試合前後
POMS 結果比較を示す。試合で勝利したA
チームは「緊張」（p=0.36）「抑うつ」（p=0.58）
「怒り」（p=0.19）「疲労」（p=0.17）「情緒混乱」
（p=0.26）の各因子に有意な変化を認めなかっ
たが、試合後「活気」因子が有意な上昇（試
合前54.5±8.8vs. 試合後63.8±7.9,p=0.082）を
認めた。試合で勝利したAチームは、有意
差は示さなかったが緊張、抑うつ、怒り、情
緒混乱が低下した。それに対して試合で敗
れた Bチームは「緊張」（p=0.71）「抑うつ」
（p=0.70）「怒り」（p=1.00）「活気」（p=0.78）
「情緒混乱」（p=0.63）の各因子に試合前後で
意識に大きな変化を認めなかったが、「疲労」
（試合前46.8±5.6vs. 試合後55.5±6.4,p=0.032）
の因子が試合後有意に増加した。Bチームの
POMS 結果グラフは試合前、試合後とも氷
山型を示さなかった。

図1．A・Bチーム間試合前・後のPOMS結果
　　　（Tスコア）比較

図2．各チーム間試合前・後のPOMS結果
　　　（Tスコア）比較

表1　Aチームの試合前後のPOMS結果（Tスコア）

気分尺度 試合前 試合後
　 （平均±標準偏差）（平均±標準偏差）
緊張 53.5±6.8 48.7±10.4
抑うつ 50.5±8.1 47.7±9.3
怒り 47.5±9.2 41.3±5.6
活気 54.5±8.8 63.8±7.9
疲労 44.5±7.2 51.5±9.0
情緒混乱 52.0±11.8 44.0±11.2

表2　Bチームの試合前後のPOMS結果（Tスコア）
　 　 　

気分尺度 試合前 試合後
　 （平均±標準偏差）（平均±標準偏差）
緊張 54.0±9.3 56.0±8.8
抑うつ 57.2±12.6 54.5±10.5
怒り 51.0±12.7 51.0±12.0
活気 54.5±10.5 56.2±9.9
疲労 46.8±5.6 55.5±6.4
情緒混乱 54.3±7.4 56.7±8.6

ns

†
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4．考察

本研究は車椅子ツインバスケットボール
選手の試合前後で感情に急性の変化が現れ
るのかを、POMS（心理検査）を用いて調査
することを目的とした。両チームの試合前
POMS 結果を比較すると、各因子とも大き
な変化は無く、有意差は認められなかった。
このことから、試合前は両チームの心理状況
に差が無く、両チームとも同様の感情で試合
に臨んでいたことが確認された。しかし、試
合後の POMS 結果グラフの比較においては、
試合に勝利した A チームは、怒りや情緒混
乱因子が減少し、活気因子が上昇した。理想
的な型と言われている氷山型を形成した。氷
山型は活気が高く、他の因子が低い状態を言
い、もっとも望ましい心理状態であると評価
されている。逆に活気が低く、他の因子が高
い状態を逆氷山型とよんでいる。

試合に負けたBチームは試合前後で、緊張、
抑圧、怒り、活気、情緒混乱の各因子は有意
な変化が無く、疲労の因子だけが試合後有意
に上昇していた。A チームにおいても B チー
ム同様疲労していると考えられる。しかし、
POMS 結果では疲労因子に有意差が現れる
ほど上昇せず、活気因子が上昇している。こ
れは勝利による気分の高揚によるものと考え
られる。

橋口ら16）はアーチェリー選手の試合前後
の心理状況を血圧や心拍数において検討し、
競技成績の高いものが心理状態でポジティブ

（落ち着いた、活気にあふれた、リラックス
した、いきいきした）な状態であったと報告
している。アーチェリーのような一瞬の集中
力を要する競技においては試合前の集中力が
重要になってくる。

今回試合に勝った A チームは有意差が現
れないまでも、緊張、抑うつ、怒り、情緒混

乱に減少傾向が現れた。これは試合に勝った
安堵感や高揚感などのために減少傾向を示し
たものと思われる。それと同時に活気が上昇
した。

試合に負けた B チームは安堵感や高揚感
などは無く、疲労感だけが増幅したものと考
えられる。しかし、その日も試合が続くため、
他の因子が大きく上昇せず、良くないと言わ
れる逆氷山型にはならなかったものと考えら
れる。

松井ら17）によると、競技水準が高くなる
につれ、氷山型を示す傾向があると言われて
いる。今回、車椅子ツインバスケットボール
チーム A、B ともに試合前には活気因子が高
い結果を示さなかった。そのことは試合前に
はもっとも望ましいといわれる氷山型を示し
ていない。A、B チームとも週1から2回車椅
子ツインバスケットボールの練習をしている
チームであり、競技水準が高くないと判断す
ることもできる。しかし競技水準が高いとす
る基準が、「全国大会出場」とすると、競技
人口の少ない車椅子ツインバスケットボー
ルチームでは少ないチームでの予選会だけ
で全国大会に出場している。現に A チーム
は全国大会に出場しているチームである。今
回の車椅子ツインバスケットボールチームの
POMS 結果では、両チームとも試合前は氷
山型を示していないことが確認された。しか
し、試合に勝利したチームは氷山型を示すこ
とが確認された。
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